
令和３年度志木市一般会計補正予算の概要 

 

■一般会計補正予算（第５号） 

 

予 算 現 額 ３１３億７，８２１万２千円 

補 正 予 算 額 ▲４億７，６９８万２千円 

補正後予算額 ３０９億０，１２３万円 

 

今回の補正予算は、廃棄物が混入した残土の処分等に伴う庁舎建設事業の継続費総額を増額

するとともに、市内全世帯を対象とした市民意識調査に要する経費、家庭学習のための通信機

器整備等事業を主体として計上するものです。 

また、庁舎建設事業ほか２件については継続費の変更をするとともに、新庁舎什器備品等購

入について債務負担行為を設定するものです。 

 

＜歳 出＞ 

 〇 庁舎建設事業の減                    ▲４億９，９８４万円 

 〇 市内全世帯対象の市民意識調査事業               １，２００万円 

 〇 新庁舎ＩＣＴ機器借上料                    １，０４３万円 

 〇 家庭学習のための通信機器整備等事業                ７８９万円 

 〇 地上系・衛星系防災行政無線設備移設工事の減           ▲６１２万円 

〇 震度情報ネットワークシステム移設工事の減            ▲５２８万円 

 〇 戸籍副本データ全件送信委託料                   １９３万円 

〇 顧問弁護士委託料                         １１０万円 

 〇 授業目的公衆送信補償金                       ９１万円 

  

 ＜歳 入＞ 

  〇 個人番号カード再発行手数料                     ▲２万円 

 〇 国庫支出金                            ３５４万円 

〇 基金繰入金                       ▲４億３，９７１万円 

  （補正後の財政調整基金残高見込み       ６億４，０３８万円） 

  （補正後の公共施設安心安全化基金残高見込み １９億４，３４５万円） 

  〇 地方債                           ▲４，０８０万円 

 

＜継続費＞ 

〇 残土の処分等に伴う庁舎建設事業費総額の増         ２億４，８２１万円 

〇 地上系・衛星系防災行政無線設備移設事業          年 割 額 の 変 更 

〇 震度情報ネットワークシステム移設事業           年 割 額 の 変 更 

 

 

 

（裏面へ続く） 

記者発表資料 資料２ 

  



＜債務負担行為＞ 

  〇 新庁舎什器備品等購入（期間：令和３年度～令和４年度）  

限度額２億２，０００万円 

 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 
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